
の
草
創
で
あ
る
。

ホ
ン
ガ
ン
タ
ペ
ツ
イ
ン
本
願
寺
別
院
〈
コ
西

本
願
寺
別
院
!
金
制
伊
豆
賀
町
に
在
っ
て
、
も
と
商
末

寺
と
穏
し
た
。
そ
の
沿
革
に
続
い
て
は
明
瞭
で
な
い
。

貞
享
ご
年
の
由
来
醤
に
錬
れ
ば
、
金
・
様
御
坊
が
佐
久

間
脱
政
に
誠
ほ
さ
れ
た
後
復
興
し
た
の
は
安
正
十
五

年
の
こ
と
で
、
そ
の
時
御
城
後
町
に
在
っ
た
と
し
て

ゐ
る
。
し
か
も
之
を
天

E
十
五
年
と
す
る
も
の
は
信

じ
縫
く
、
前
回
利
家
の
奥
へ
た
制
札
に
究
機
三
年
文

用
の
も
の
が
あ
る
か
ら
、
い
づ
れ
そ
の
頃
と
思
は
れ

る
。
諦
い
で
石
川
郡
安
江
郷
に
今
の
寺
地
一
一
品
坪
を

受
け
て
そ
こ
に
移
勝
し
た
。
こ
れ
は
東
本
願
寺
別
院

の
移
轄
と
同
時
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
が
、
貞
享
ご

年
の
由
来
書
に
は
元
和
元
年
と
す
る
。
笛
時
の
堂
舎

は
向
餓
遣
で
、
本
建
築
の
初
め
て
成
っ
た
の
は
延
賢

三
年
で
あ
っ
た
と
停
へ
る
。

C

C東
本
願
寺
別
院

l
金
棒
械
安
江
町
に
在
る
。
音

は
東
末
寺
と
も
袋
末
寺
と
も
い
う
た
が
、
明
治
維
新

の
後
東
管
制
と
改
め
、
次
い
で
東
本
願
寺
別
院
と
稽

し
た
。
笛
寺
の
創
建
は
、
慶
長
七
年
京
都
六
僚
に
そ

の
本
寺
が
分
立
し
た
後
久
し
い
こ
と
で
な
い
ら
し

い
。
そ
の
時
は
御
城
後
町
に
在
っ
た
事
光
寺
の
堂
宇

を
般
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
寛
永
八
年
の
火
災
後
今

の
続
安
江
町
に
締
地
し
て
、
十
一
年
工
事
民
着
手
し
、

十
七
年
三
周
廿
八
日
溜
悌
式
を
場
げ
た
。
こ
の
後
元

緑
一
一
一
年
三
周
・
賓
永
六
年
三
用
・
天
保
六
年
三
用
・
安

政
二
年
十
一
周
・
明
治
九
年
三
周
の
樫
災
が
あ
り
、

現
在
の
堂
宇
は
昭
和
ご
年
九
周
に
復
興
成
就
し
た
o

sc東
本
願
寺
鶴
来
別
院

l
石
川
郡
鶴
来
に
在
る
。

明
治
十
三
年
六
用
法
主
大
谷
光
勝
が
之
を
創
立
し
て

鶴
来
支
院
と
稽
し
、
三
十
七
年
ご
用
別
院
と
改
め
た
。

ホ
ン
キ
本
木
鳳
歪
郡
山
田
郷
に
属
す
る
本
江
・

木
戸
は
、
明
治
八
年
十
周
併
合
し
て
本
木
と
縛
す
る

ホ
ン

唱
匂
』
可
。
‘
‘
E

・4
、+'一こ

と
に
し
た
。

ホ
ン
キ
ヨ
ウ
ジ
本
教
寺
河
北
部
竪

mに
在
っ

て
、
提
出
訳
東
波
に
鴎
す
る
。
も
と
道
場
で
在
っ
た
が
、

明
治
ご
年
寺
践
を
公
務
し
た
。

ホ
ン
キ
ヨ
ウ
ジ
本
教
寺
脇
軍
部
桂
谷
に
在
っ

て
、
鍵
宗
東
波
に
臨
す
る
。

ホ
ン
ギ
ヨ
ウ
ジ
本
行
寺
金
棒
中
本
多
町
欠
下

町
に
.
在
っ
て
、
久
謹
山
と
脱
し
、
日
蓮
宗
に
臨
す
る
。

元
利
三
年
京
都
寂
光
寺
の
ご
代
本
行
院
日
・
搬
の
創
立

す
る
所
。
日
揺
は
即
ち
棋
聖
本
凶
坊
で
、
そ
の
江
戸

に
在
る
や
務
臣
本
多
政
長
の
蹄
依
を
受
け
、
迭
に
弟

子
本
照
坊
自
主
と
共
に
金
制
仰
に
来
り
、
飴
寺
そ
建
て

て
日
奈
を
関
組
と
し
た
。
明
治
廿
三
年
京
月
十
三
日

夜
自
火
焼
亡
し
、
後
再
建
し
た
。

ホ
ン
ギ
ヨ
ウ
ジ
本
行
寺
羽
咋
郁
子
捕
に
在
っ

て
、
興
宗
東
涯
に
臨
す
る
。

ホ
ン
ギ
ヨ
ウ
ジ
本
行
寺
路
島
郡
小
島
に
在
っ

て
、
日
蓮
宗
に
毘
す
る
。
永

E
十
年
京
都
妙
迩
寺
の

日
士
草
創
。
寺
貨
に
紙
本
譜
色
色
紙
張
交
風
俗
樹
小

扉
風
一
双
、
紙
本
若
色
舞
繁
闘
六
曲
野
風
一
一
双
が
あ

る。ホ
ン
グ
ウ
ア
カ
タ
ラ
ジ
ン
ジ
ヤ
本
宮
赤
倉
静
結

羽
咋
郡
原
な
る
原
御
前
山
の
頂
に
石
を
建
て
a
h

記
っ

た
も
の
で
、
祉
殿
は
天
正
の
頃
兵
乱
に
駿
減
し
た
と

い
ふ
。
併
し
式
内
等
萄
位
記
に
は
、
『
本
宮
赤
倉
前

世
。
志
雄
庄
原
滴
赤
倉
山
銀
座
。
後
有
ν

故
世
殿
陵

紹
云
。
護
鹿
島
郡
三
副
保
赤
倉
山
之
異
説
乎
。
』
と
記

し
て
、
本
宮
赤
倉
前
世
は
元
東
鹿
島
郡
赤
倉
山
に
在

る
も
の
を
い
ふ
の
で
、
こ
の
原
御
前
の
は
そ
れ
を
車

強
し
た
も
の
だ
と
の
意
を
漏
ら
し
ぞ
ゐ
る

0
4ア
カ

グ
ラ
プ

γ
グ

y
赤
臓
槌
現
。

ホ
ン
グ
ウ
ジ
本
宮
寺

赤
穏
櫨
現
。

↓ 
ア

カ
タ
フ

コ-
M 

.ゲ-
y 

ホ
ン
グ
ウ
シ
シ
ヤ
本
宮
四
位
白
山
本
宮
及
び

そ
の
系
統
に
臨
す
る
金
銀
・
岩
本
・
一
一
一
宮
の
各
紳
祉
を

さ
す
。
白
山
記
に
『
白
山
・
金
銀
・
向
者
本
・
三
宮
、
此

撹
=
本
宮
四
位
一
』
と
あ
る
。

ホ
ン
ゲ
ン
イ
ン
本
源
院
加
賀
務
主
第
十
三
代

前
凶
mH
濃
の
子
関
之
允
の
法
脱
。
詳
し
く
は
本
源
院

心
月
了
室
賀
子
。

ホ
ン
ゲ
ン
ジ
本
源
寺
↓
カ
ナ
ザ
ハ
ゴ
ホ
ウ

金
棒
御
坊
ハ
一
一
、
御
山
と
本
源
寺
ν
。

ホ
ン
ケ
ン
チ
本
検
地
務
政
時
代
に
、

E
式
の

手
続
に
よ
っ
て

m畠
の
地
積
品
等
を
査
定
す
る
こ
と

で
、
元
来
油
租
の
隠
聞
宥
縫
〈
時
、
川
崩
等
に
よ
っ

て
鑓
地
と
な
っ
た
鑓
引
高
を
要
す
る
時
、
叉
は
新
開

締
高
・
畑
直
根
高
等
の
場
合
に
行
う
た
の
で
あ
る
。
後

に
亭
和
ご
年
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
・
本
検
地
は
改
作
奉

行
が
必
要
・
を
認
め
た
時
御
邸
周
携
に
謀
鵠
し
、
御
算

用
揚
奉
行
が
意
見
を
附
し
て
御
用
番
年
寄
に
謹
し
、

御
用
番
年
寄
の
承
認
を
得
れ
ば
御
算
用
拐
か
ら
定
検

地
奉
行
に
下
命
す
る
。
こ
の
際
他
都
の
御
技
持
人
十

村
ご
人
を
選
定
し
て
、
定
機
地
奉
行
に
附
麗
し
、
畠

の
折
を
定
め
る
等
の
任
務
に
笛
ら
し
め
る
。
折
役
と

い
ふ
者
是
で
あ
る
。
股
作
奉
行
は
叉
そ
の
郡
の
御
技

持
人
十
村
中
か
ら
主
任
を
定
め
、
組
裁
許
の
十
村
に

も
出
役
せ
し
め
、
定
検
地
翠
行
は
自
ら
竿
取
人
ご
人

を
引
率
す
る
0
.而
し
て
本
検
地
は
古

mの
査
定
に
の

み
用
ひ
、
新
聞
極
高
等
に
は
簡
易
な
る
内
検
地
法
に

よ
る
こ
と
と
し
て
あ
る
。
し
か
し
後
に
は
、
本
検
地

の
手
釣
が
依
り
繁
雑
で
あ
る
か
ら
、
凡
べ
て
内
線
地

の
み
に
よ
っ
て
彪
分
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。

-
J
ホ
ン
ゴ
白
河
本
江
能
美
郡
苗
代
郷
に
屈
す
る
部

wm
。
郷
村
名
義
抄
に
、
こ
の
村
よ
り
山
方
に
あ
る
商

俣
・
尾
小
屋
を
江
の
谷
と
い
ひ
、
そ
の
谷
口
に
あ
る

か
ら
本
江
村
と
名
づ
け
た
と
い
ふ
の
は
箭
け
縫
い
。

本
郷
の
草
煙
か
ら
鑓
じ
た
の
で
あ
ら
え
F
O

成
田
家
記

慶
長
五
年
八
月
浅
井
畷
の
職
に
、
高
山
南
坊
が
本
江

山
に
陣
を
立
て
た
と
あ
る
。

ホ
ン
ゴ
ウ
本
江
湖
羽
咋
郡
邑
知
院
内
若
部
保
に

臨
す
る
部
務
。
明
治
中
に
至
っ
て
下
境
を
併
合
し
た
。

ホ
ン
ゴ
ウ
本
江
鳳
京
都
三
井
郷
に
画
す
る
部

務
。
邑
名
は
三
井
本
郷
の
義
で
あ
る
。
能
登
名
跡
志

に
、
『
本
江
村
に
九
兵
衛
と
て
古
き
百
姓
あ
り
。
古
き

印
物
等
停
へ
り
。
長
家
な
ど
よ
り
の
書
物
あ
り
。
』
と

記
し
、
叉
能
管
闘
回
数
日
銀
解
に
、
『
本
江
村
あ
り
。

訓
ん
で
本
郷
の
如
し
。
こ
れ
郷
司
の
治
腕
な
る
べ

し
。
』
と
見
え
る
。

ホ
ン
ゴ
ウ
本
江
鳳
束
郡
山
間
郷
に
屈
す
る
部

落
。
明
治
入
年
十
周
に
至
り
、
木
戸
と
併
合
し
て
本

キ木
と
改
稿
L
た。

ホ
ン
ゴ
ウ
本
江
以
来
郡
上
町
野
郷
に
臨
す
る

部
務
で
、
腕
々
に
散
在
し
、
坪
，
内
・
和
住
・
山
根
そ
の

他
の
小
手
が
あ
る
。
明
治
入
年
久
鑑
屋
と
合
併
し
て
、

上
町
と
改
め
抑
制
し
た
。

ホ
ン
ゴ
ウ
本
郷
臨
軍
部
に
麗
し
、
務
政
時
代

で
は
鎚
川
・
期
限
・
百
成
・
地
原
・
定
鹿
・
長
井
坂
・
原
・

荒
屋
・
大
町
・
別
所
・
卒
・
能
納
屋
・
谷
口
・
嶺
・
俊
粂
・
四

位
・
漉

J

上
・
ご
叉
川
・
貝
吹
の
十
九
ヶ
村
を
含
ん
で
居

た
。
併
し
寛
永
六
年
の
文
書
に
は
、
越
渡
・
申
・
桂
谷
・

大
角
間
・
定
臆
・
長
井
坂
・
荒
屋
・
大
町
・
貝
吹
・
別
所
・

卒
・
ご
叉
川
・
能
納
屋
・
谷
口
・
地
原
・
百
成
・
堀
越
・
鎚

川
・
推
・
澗
之
上
・
本
内
の
サ
つ
村
を
本
郷
与
と
記
し

て
あ
る
。
叉
之
を
入
筒
本
郷
と
い
ふ
こ
と
の
あ
る
の

は
、
も
と
入
+
村
で
あ
っ
た
震
で
、
そ
の
入
ヶ
村
の
本

郷
が
荒
屋
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
天

E
十
六
年
ご
司
サ

三
日
前
回
利
家
の
印
惑
に
、
あ
ら
や
本
郷
=
一
郎
左
衛

門
と
宛
腕
を
記
し
て
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
、
本
郷

は
も
と
荒
屋
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
後
に
組
合
の
名

七
六
-

-・圃


